
第１回．リレーショナルデータベースを
使ってみよう

• SQLite コマンドライン・インタフェースの起動
と終了

• SQLite データベースの新規作成

• SQL を用いたテーブル定義



事前準備．SQLite コマンドライン・インタ
フェースのダウンロード

① SQLite の Web ページを開く．

http://www.sqlite.org/

http://www.sqlite.org/


事前準備．SQLite コマンドライン・インタ
フェースのダウンロード

②「Download」をクリック

③ Windows 版のダウンロード



事前準備．SQLite コマンドライン・インタ
フェースのダウンロード

④ダウンロードした .zip ファイルを展開（解凍）

sqlite3.exe を使う



SQLite データベースの新規作成

①前もって Windows で C:¥SQLite というディレクト
リ（フォルダ）を作成しておく

② sqlite3.exe を実行

③新しい画面が開くので確認

データベース論理名: C:¥SQLite¥mydb

で，SQLite データベースの新規作成



SQLite データベースの新規作成

データベース論理名: C:¥SQLite¥mydb

で，SQLite データベースの新規作成

④「.open --new」で，SQLite データベースの新規作成

.open --new C:¥¥SQLite¥¥mydb

・このファイルがすでに存在するときは，いったん削除
され，空のファイルが新規作成される
・このファイルが存在しないときは，
新しい SQLite データベースのファイルが新規作成される



SQL を用いたテーブル定義

create table P ( 

id integer primary key not null,

name text,

weight real );

【SQL プログラム】

データ型
空値 NULL
テキスト（文字列） char, text
数値 integer, real
日付や時刻 datetime
ブール値 bool など

primary key not null
主キーであり, NULL になること
はないという制約の指定

テーブル P(id, name, weight) の定義



SQL を用いたテーブルの削除

drop table P;

【SQL プログラム】

テーブル P の削除



SQLite コマンドライン・インタフェースの終
了

.exit

次のコマンドを実行



（参考）主キーと一貫性制約について

CREATE TABLE score_records ( 

name TEXT NOT NULL,

score INTEGER NOT NULL CHECK ( score >= 0 AND score <=100 ),

student_name TEXT NOT NULL,

created_at DATETIME NOT NULL,

UNIQUE (name, student_name) );

【SQL プログラム】

UNIQUE (name, student_name)

{name, student_name} が主キー．SQLite で複数属性が主キーになるときの書き方

NOT NULL

レコードが変更されるとき「NULLでないこと」をチェック

CHECK ( score >= AND score <= 100 )

レコードが変更されるとき「値が 0 以上 100 以下であること」をチェック


